
妊婦健診について
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、目黒区の助成が“14回まで”となっているのは、厚生
労働省が示した「妊婦に対する健康診査についての
望ましい基準」で“14回程度”とされているため。
ただ実際には健診回数が14回では収まらず、数万円
の出費を余儀なくされるご家庭も少なくありません。
例えば…

このように14回を超えて健診を受ける方は妊婦さん全体の約15％と
いう報告もありますし（大阪府東大阪市の調査）、そうした方々のために
助成回数を15回以上としている市町村も118（H29時点）にのぼって
います。「妊婦健診の公費負担回数を増やすべき」と訴えました。

妊婦さんと赤ちゃんの健康のために欠かせない
「妊婦健診（妊婦健康診査）」。目黒区では、右の
回数まで費用の補助を受けることができますが、
「これでは不十分」と訴えました。

目黒区が負担する回数

case1

妊婦健康診査

14回 1回
子宮頸がん検査

妊婦健診、14回では少ない！

不妊治療を
受けていて…
妊娠前から不妊治療のために通
院していたので、早い時期に妊娠
が判明。健診を受け始めたのも早
かったので、最後の方は自費で
受診することに…

case2

切迫早産の兆候が…

切迫早産の兆候が見られたため、
妊娠中期からは毎週、健診を受け
ました（国基準では2週に1回とさ
れる）。結局、15回以上の健診が
必要に…

の回答

14回を超えて公費負担している自治体もあることは承知
していますが、自治体の規模や財政状況などそれぞれの
事情によるものと理解しています。
14回では足りないというご意見は、今のところそう目立っ
て受けておりませんので、独自で14回を超える費用負担を
することは現在考えていません。

超音波検査（エコー検査）は、胎児の
形態や生理機能の観察を行うための
検査です。病院によって実施回数は
さまざまですが、目黒区では検査
費用の1回分しか補助対象になって
いません。

23区のうち7区で2～3回分まで
助成していますし、他県では10回以上
助成している自治体もあります。
「エコー検査の公費負担回数を増やす
べき」と訴えました。

エコー検査、
1回では足りない！

確かに、国が示す基準では妊娠
期間中4回実施と示しています。
現在、７区が２～3回の費用負担
を助成している状況ですので、他
区の状況も踏まえながら今後の
研究課題とさせていただきます。

ブログでもっと詳しく

の回答

「出産前後にどんな支援が必要か」というテーマで
ご参加頂いた皆さまからのご意見をもとに

議会質問を行いましたので、その模様をご報告します。

先日、区民の皆さまとオンライン上で意見交換をする企画
を実施しました。

1回
妊婦超音波検査

区に寄せられる声が“民意の全て”ではないはず。
これからも“声なき声”を届けるべく頑張ります！

妊娠初期～23週 期間内に2回
24週～35週 期間内に1回
36週～出産まで 期間内に1回

厚生労働省基準

区の1回分という判断には正当性がない
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　090-3145-1156　　 kazukaiden@gmail.com
〒152-0013 目黒区南1-1-11

区政の最新情報を
いち早くつぶやきます。
DMもお待ちしています。

区政に関するご相談を
受け付けています（匿名可）！
ブログ更新の通知も。

Prof  i le

原町小　桜修館1期　北海道大法学部
　コンサル勤務　2019年初当選（1期）

チェロ演奏・剣道（2段）・野球観戦・
鉄道・地理歴史・現在、自炊の特訓中！

経歴

趣味・好きなもの

(最年少27歳 新風めぐろ幹事長)

SNSで発信中！フォローお願いします！

目黒区の財政状況について、はじめての方でもわかり
やすく解説します。30年後も持続可能な区政にするには
どうすればいいか、20代区議と一緒に考えましょう。

ブログでもっと詳しく

匿名参加や、カメラオフ・聞くだけの参加もOK！
後援会等への勧誘は一切いたしません。

出産費用の補助を！ 産後ケアの充実を！

日本一高い、東京都の出産費用。
都内の病院で分娩した場合の費用は平均62万円
かかりますが、国からの支援（出産育児一時金）は
42万円のみ（全国一律）。
他区では独自の出産費用補助を行っているなか、
「目黒区でも補助を！」と訴えました。

（H29時点）

出産後に、助産師等からのケアや育児指導を受け
られるサービスである産後ケア（宿泊型）。
目黒区では、利用料金が23区平均の2倍、利用でき
る施設（病院）数が23区平均の半分と、決して使い
やすくありません。サービスの拡充を求めました。

第２弾を開催します！
オンライン開催
（ZOOM）

参加無料 目黒区民限定

各区の出産助成制度

千代田区
渋谷区
港区
世田谷区

45,000円
最大100,000円
最大310,000円
最大480,000円

（誕生準備手当）

（ハッピーマザー出産助成金）

（出産費用の助成）

（第三子のみ助成）

ブログでもっと詳しく

改田和弘
かい でん

知っていますか？
目黒区のフトコロ事情

トークテーマ

日時 11月27日（土）午前10時～12時

参加申し込みはこちらから事前
登録制 締切：11月22日（月）正午

コロナによる税収減はあった？
区の貯金は十分あるの？
今後どのくらいのお金が必要？

？

お問い合せ先

宿泊型

討議資料


